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くことも稀ではない。それを説明するものは

何なのか。行政機構が，なぜヒ㌦一ロクラシ

ーへと変貌し，社会主義が，なぜ圧制へと，

正義が，なぜ特権へと変わらなけれぱならな

いのか。なぜコミュニズムはスターリンを生

みだし，なぜ社会民主主義はギー・モレーを

生みだしたのか。われわれが今日不平をいっ

ている社会は，前世紀の人間にとってのユー

トピアそのものではないか。前世紀にくらぺ

て，人は少しも自由になったようにはみえな

い。とすれぱ腐敗はどこから忍び込んできた

のか。これらの問に答えうるただ一つのもの

こそ，もと，悪についての本源的な直観から

生まれたtragiqueであるということになる

だろう。

　くりかえしていえぱ，tragiqueとは，固

定したイデオロギーでもなけれぱ，ドグマで

もない。それはあるいは問題にたいする答え

でさえなく，むしろ単に一つの態度，解答も

なく，救いもないまま，苦悶の状況に置かれ

ている人間の，それでもなお，いわば自己超

出の意欲に導かれてあえて不可能に挑もうと

する一つの態度なのだというべきかもしれな

い。それはもともとすぐれて西欧的なもので

あるが，その西欧においても，主体的な自己

超出への意欲の喪失，精神の葛藤を失ったニ

ヒリズムの漏漫はかなり一般的であるようだ。

敵が見えないのなら，なぜ自分自身を敵とし

ないのか，とDomenachは問うのである。

一つの貧しい時代，〈乏しき時代＞への告発

の激しさに，われわれもまた胸をゆすぶられ

ずにはいない。

　Jean－Marie　Domenach　lゐθR8むo脚ぬ

T7αg殉瓢θ，Edition　du　Seui1，1967

T．S．Eliot；

　Po翻3アV7碗召πiη

Eα7砂　】乙oz〆h

虎岩正純

　T・S・Eliotの初期の詩，つまりP剛∫700ん

α瓶α舵γ06387協6乞oπ3，1917に収められて

いない，それ以前の詩について，われわれは

ときおり噂をきいた。S城疏・40醐θ窩ッR8－

00γ4とカ》Tん8πα浬”αTd』4dTOOα紹とヤ、う雑

誌の名前を，伝説のように遠く耳にしたこと

もあった。しかし，誰もその全体を見た二と

はなかった。というのが不正確ならば，少な

くとも私は見たことがなかった。ただラフォ

ルグの詩に似ているという‘Eumouresque’

という詩のテキストを批評家の引用で読んだ

り，ボードレールや世紀末詩人たちが好みそ

うな‘Spleen’というタイトルをつけられた

詩の存在を聞かされたりするときに，わずか

に伝説が現実にひきもどされる体験をもった

にすぎない。誤解であろうとなかろうと，私

にはP剛∫To酌をひっさげて登揚したEliot

像しかなかった。なるほどD．Gallupの編

んだBibliographyをのぞくとンPr％カo誘

以前に一つの時間のあったことを知らされる

し，その間に作られた作品の名前さえも知る

ことができる。しかし，私にはやはりそれは

実感を伴わぬ伝説にすぎなかった。

　衆知のように，Eliotは1894年にSmith

Academyに入学する。それから1906年に

Harvardに入り，1909年にB．A．，1910年

に瓢A，の学位をとっている。この間に作

られた詩を集めたのが，このPo8肌3昭γ蹴θπ

伽Eα吻「o厩ん，1967である。もう少しく

わしくいうと，1904年の冬から1910年の



春にかけて，つまり16歳から22歳のあい

だに作られた詩14篇が収められている。む

ろん，これがすぺてということではない。現

存していると思われる詩のすべてである，と

エリオット未亡人Valerie　EliotがNote

に書いている。そして，それ以前から詩作を

始めていたとEliotからきいた話を伝えて

いる。9歳か10歳の頃にr毎週月曜日の朝

がやってくるとまた学校へ行かねばならない

悲しさについて一寸した韻文をいくつか」書

いて母親に見せたという。それから14歳の

頃には，rE励あ吻砒風の陰うつな四行詩」を

書いたが，これは誰にも見せずに破棄してし

まったという。いずれにしても，P隅∫γo盈

以前の現存する詩はすべてこの一冊に読むこ

とができるようになったのである。

　もっとも，Eliotの学生時代の詩を集める

試みは幾度かされていて，1938年，1948年

には丁舵παγ脇γd。4dboo伽θカi　Eliotの許

可なしに再録しているし，1948年にはやは

り・4伽06αむθの編集者が無断で丁舵u嘱θγ一

9γα4秘α6θ』Ro8ηL30∫TS．五7あo哲と㌔、うノぐン

フレットを発行している。そして，私たちが

手にしているこの詩集も，じつは，1950年

にJQhn　HaywardがStockholmで私家版

として，僅か12部限定で出したものの再版

なのである。ValerieのNoteによれぱ，

Eaywardの版はEliotが目を通して，それ

までに出された私家版の誤りを訂正したとい

うことである。作品の価値ということを別に

して，こ．れはAuthorize（1Versionなので

ある。そして，再版とはいえ，われわれの手

に入るようになったという意味で，やはり乙

れは新しい書物といってよいだろう。

　ただ乙こで注意を喚起しておかねばならぬ

二とは，Eliot自身，これらの作品を自分の

全詩集σ砒80綴POθ㎜Sから除外している

という乙とである。したがって，詩自体の価

値判断というよりは，やはりr発生期の詩人」
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の追求という読み方をすべきなのであろう。

この点に関しては，すでにかなりのことが言

いつくされてしまっているわけで，したがっ

てここですることはテキストをふまえた再確

認、ということになるだろう。

　われわれがさかのぼる乙とのできる最初の

作晶は，‘A　Fable　for　Feasters7で，二れ

は1905年2月，S雁抗・40砿伽写πθooγ♂，

VIII，2に掲戟された。Eliotが17歳のと

きの作品である。いくらかの例外があるが，

12連からなるottava　rimaのやや長い詩で，

文字どおり，お話を含むfableである。Hen－

ry　VIII以前のイギリスで，堕落僧の宴会

の席にしばしば現われる幽霊があって，クリ

スマスの夜の宴席にも修道院長のあらゆる工

作にもかがわらず現われ，彼をつれてどこか

へ姿を消してしまった，というのがお話であ

るoこのバイロン風の詩が，Eliotの出発点

でない乙とは前述のとおりであるが（」・Hay－

wardは印刷にふされた最初の作品と註を

している），いくつかの問題点をわれわれに

示してくれる。17歳という年齢を考慮にい

れても，詩によって物語を語りうると考えた

二と，きわめてモラリスティソクな内容であ

ること，そして，それにもかかわらずユーモ

アに満ちていることである。第一のr物語」

の問題は，詩の言葉がなにかをr意味する」

とEliotが考えていたことで，やがて象徴

主義の洗礼を受けることになるのだが，やは

りr意味」にすがりついていくその後の展開

を考えるときわめて興味ぶかい。のちに，彼

はr詩と音楽」というエッセイの中で，マラ

ルメなどのフランス象徴詩人たちが音楽性に

たよって，意味を捨ててしまったが，音楽と

意味とを結びつける詩がありうると考えてい

る，という内容の発言をしている。一人の詩

人が誕生する環境と与件をすべて調ぺつくす

ことは困難な二とであるが，Eliotの意味へ

の傾斜はすでに17歳のときにあったのだと
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いってよいだろう。この二とは，ただちにモ

ラリストの問題に結ぴついていく。モラリス

　トであるから意味を志向するのか，あるいは

その逆であるのかどちらともいえぬが，この

二つの側面がEliotのなかで分かちがたく

結ぴついているのは確かである。この詩は

P褐加醜のなかの，現在の教会の堕落腐敗

を歌った‘The　HipPopotamusアにつなが

っているように思われる。乙の意味への傾斜

とモラリスティックなテンペラメントだけで

はおそらく三文詩人になったかもしれぬが，

’ユーモアがそれを救ったと思えるところがあ

る。じっさい，この詩はお話が面白いという

わけでもないし，悪が滅ぴるというモラルも

つまらないが7モラリスティソクでありなが

ら，ぺったり対象にくっつかないで離れた態

度で遊びをしているところがあって面白い。

もっともそれが稚拙さからくるものなのか，

意図したものか分かりかねるが。たとえば，

幽霊を閉め出すために部屋を聖なる水（holy

water）で清めるところのおかしさ，

He（10used　the　room　in　which　they

　　were　to　dine7

An（1watere（1everything　except　the

　　wine，

あるいは宴会の料理を並べたてるのだが，そ

こにあるおとほヨナぶり，

The　menus　of　that　time　I　am　afr＆id

　I（10nンt　know　much　about　　　as

　　we117s　Iンm　able

nl　go　t五rough　the　account：They

　　made　a　raid

　On　every　bir（l　and　beast　in疋sop7s

　　f3ble

これらが，いくらかでも読めるものにしてい

る。そして，Eliotが一方で君訪Ir6d％s♂α写

などの著者であり，一方であのα4Po3諏寵3

β0誘0∫Prα協0α菖σ硲という楽しい書物の

著者であったという二とをわれわれはしばし

ば忘れるのであるが，生真面目さとユーモア

との間でたえずゆれていたようである。

　二番目の詩‘A　Lyric2は7Smith　Aca－

demyの英語の教師Roger　Conant　Eatch

が課した宿題にこたえて作られたもので，

1905年1月24日と記されている。Valerie

Eliotは興味深い話を伝えている。この詩は

Ben　Jonsonの模倣であるが，二れ’を見た英

語の教師は大いに感心して，誰か年上の人に

手伝ってもらったのではないかとたずねたと

いうこ．とである。Hatc五先生は‘A’の成績

をつけてS伽読且oα碗隅野R800γd，VIII，ヰ

（Apri1，1905）に掲載した。ところでEliQt

は，家のものに見せなかったが夕後になって

母親が見るところとなり，彼女が書いたもの

より良いと思うと意見を伝えた。EliQtは劇

詩Sα”o剛o罵の著者である母親がどういう

ものを詩と考えているか分かっていたので，

それ以上話すのをやめてしまった，というこ

とである。

　If　Time　an（1Space，as　Sages　say，で始

まる8行2連のこの詩は，一瞬のうちに永遠

を生きる蝶のように，恋人よ，花あるうちに

花をつめと歌ったものである。EliotがVa・

1erieに語ったとおり，Ben　Jonsonの模倣

だとすると，たとえぱ70伽0π町0γ抗θFOZ

の中でVolponeがCeliaを誘惑するSQn9を

思いおこすのであるが，BenJonsonにかぎ

らず，Marve1，Donne，E．Wa11er，R．．Her一

τick等々の詩人が歌った伝統的な表現方法

といってよい。ただ，ここで注目してよいの

は，Jonsonにしろ，Eerrickにしろ，その

主題，その効果にかなり狼雑なものがあるが，

Eliotはそれを消却しようと努めていると思

われるふしがあることである。もっともこの

詩の場合にも，17歳という年齢がEliotに

とってどういう意味があったのかわれわれに

は分からない。同じ年にSmi比Academy



卒業にあたって作った‘AtGraduation190y

という6行14連からなる長詩があるが，そ

こから浮かぴ上ってくるEliot像は，多感

な優等生なのであれば，やはり，この詩の場

合もEliotの哲学癖が，BenJonsonを読

んでいて10gicの面白さにひかれたとみる

べきかもしれない。冒頭の

If　Time　an（ユSpace，as　Sages　say，

　　Are　thillgs　which　cannot　beン

The　sun　which　does　not　feel　deca｝・

　　No　greater　is　than　we・

にしても，日常的な感覚に基礎をおいたJQn－

sonのTime　will　nQt　be　ours　for　ever，

という行にくらぺて，メタフィジカルで，後

年のFo蹴9鵬γ麟3の冒頭を予感させる。

Eliotはしばしばimitationを主要な作詩

方法としてきたし，「マシンジャー論」にお

いて大いに弁護するわけだが，二の揚合も，

完全に換骨脱胎している。Harvaτdに入っ

てからも，1907年に‘Song’（丁加丑僻搬招

孟4びooα孟θ，L脚III，7　June3，1907）　とヤ、

う詩を作っているが，これは‘ALyric’を

二，三言葉をかえただけである。

　次の‘At　GraduatiQn190yについては

ちょっとふれたが，Eliotは二れを卒業の日

に朗読している。卒業していくことを船出に

たとえるという至極常套的な比喩を用いて，

かなり悲壮な感情をこめて歌っている。一つ

には，生徒数の減少という乙とで数年後に廃

校になる二とが分かっていたせいもある。」・

Haywardに送った手紙のなかで（194328

月19日付），廃校に対する悲しみや・20世

紀がこ．れ，からひらけていく希望に感動してほ

しい，と書いている。こういう生真面目な態

度は，のちにもしばしば現われるし，時に作

品を損う要素になっていると私は考える。そ

れでも，Sometime　in（1istant　years　when

we　are　grow111Gray・haired　and　old7
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whatever　be　our　lot，1We　shall　desire

toseeag＆inthespQt一…・といったところ

にPγ％／γo廊の世界にひろがっていく別の目

を感じとることができる。

　これ以後の作品は，すべてEaτvardに入

ってからのもので1907年5月24日の丁舵

παγη僻4五伽oo伽，LXXXIII，6に掲載の

‘So且g7は，前出の‘Song’とほとんど同

じ，というより裏返された主題を扱っている。

自然の中の花や葉は枯れ，ていないのに，お前

の花環の花は色あせてしまった（But伽e

wild　roses　in　your　wreath　l　were　fa（led，

andleαves　werebrown・）と歌っている。

この詩の中でyourという相手を指示する言

葉は二の一語だけで，たいへん生々しい。現

実に一人の女性がいたのではないかと思わせ

るほど生々しい。生々しいといえば，1909年7

21歳のときに作った‘Ona　Portrait’（丁舵

温αγ協74五伽ooαむθ，LXXXVI，9，Jan，26ン

1909）という詩もきわめて生々しい効果をも

っているo

Among　a　crowd　of　tenuous　dreams，

　　unknown
To　us　of　restless　brain　and　weary

　　feet2
Forever　hurrying，up　and　down　the

　　street，

She　stands　at　evening　in　the　room

－　　a1Qne．

二の最初の3行と後の1行のつくりだす効果

はたとえばYeatsの

　．，．塾laud　Gonne　at　Howth　st丑tion

　　Waiting　a　train，

Pallas　Athene　in　tha琶straight　back

　　and　arrogant　head：

に匹敵するほどの生々しさをもっている。

Harvardの学友Conrad　Aikenの証言す

るMiss　xとおそらくは関係があるのだろう。
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Pγ％∫γ・・乃のなかの‘AP・rtrait・faLa（ly，

は劇的手法を用いることでr非個性化」が充

分行なわれているが，ここでは作者の個人的

心情とつきすぎている。‘A　Lyric2のとこ

ろでも書いたように，sexualityの消却をす

るEliot，卒業式に模範的な詩を読む優等生

のEliot・それからのちにP7％∫γo碗の世界

で自分にふさわしいmasqueを発見する

Ellot，そうしたさまざまな姿勢でパランス

をとっているEliotの精神構造は，これか

ら解かれなければならない一つの問題であろ

うと、思われるo

　この詩が作られた前年，1908年にEliot

はA・Symonsの丁舵S写㎜ゐoZ乞6％o肥η乙8窺

れ五伽r磁7θを読んでいるわけだが，その影

響は1908年にはまだ現われない。‘Before

M・ming’（Tんθ血γり翻五♂”・・伽，LXX．

XVI74－Nov・13，1908）はまだ‘A　Lyric，

の延長線上にある。

While　all　the　East　was　weaving　red

　　with　grey，

The　Howers　at　the　window　Turned

　　（iawn，

Petal　on　Peta1，waiting　for　the　day，

Fresh　flowers，withered　flowers，flo－

　　wers　of　dawn．

　注目すべきことは，このあたりから言葉を

意味を入れる媒体としてではなく素材として

扱うことを始めていることである。Petalon

peta1　とカ》Fresh　flowers，withered　flow－

ers，aowersQfdawnといういい方は，明

らかにr音」に注目している。

　翌年も前半は，先の‘On　a　Portrait’，そ

れに＝‘Song，（Tんθ施γ”αγ4∠4♂”ooα6θ，LX－

xxvl，9－Jan．26，1909）はいぜんとして

恋人と花の世界にいるが，暮近くに‘Noc－

tume， Tんθノ孟αγ脇7広4ゐoo就θ，LXXXVIII，

3－Nov・12，1909）が，翌1910年には‘Hu一

m・uresque’（Tんθ伽7びαγ4五伽・㈱，LX－

xxVIII，7－Jan・12，1910），‘Spleen’（Tん8

伽γ槻74五伽oo碗θ，LxxxvIII，8－Jan，26夕

1910）と次々に発表される。いずれもラフ

　ォルグの影響下にある詩である。むろんSy－

monsを通してLaforgueを知るのである

が，Symonsを読んだ興奮が静まり，自分の

作品に肉化されるのに1年を要したことにな

る。ラフォルグとの関係はWarren　Ramsev

（躍8sLα∫oγ9％θ¢嘱伽■70物1魏θγぬηoθ，

1953）やEdwardJ，H．Greene（T＆Ezゴ06

θ6五ωF7α初8，1951）がほぼ言いつくしている

が，あらためて読みなおしてみるとその影響

はじつに大きかったことを知ることができる。

ピエロとか，月のイメージや言葉が似ている

かどうかということではなく，自分や世界の

表現方法，世界を眺める視点といったものま

でをラフォルグから教えられていることに気

づく。今まで，1やYouといういわばむき

だしのペルソナで表現していたのが，RQmeo

とかmy　marionettesという他者を歌うこと

で自己表現をしている。世界を地獄・煉獄・

天国という図式で捉えることを教えたのはダ

ンテであったが，その地獄の内実について明

確なヴィジョンを与えた一人はやはりラフォ

ルグであったようである。つまり，Birth，

andc・pulati・n，anddeath、という退屈な

地獄なのである。そして二れをボードレール

のように悪という原理で捉えたときに，あの

ダンテの図式に従って運動が始まるが，ラフ

ォルグの捉え方からすればSpleenなのであ

る。

　ここまでくれぱ，P辺方o凶の世界はもう

目の前にある。しかし一方で，Harvard卒

業をひかえてFor　the　hour　that　is　left

us　Fair　Harvard・with　thee，ではじまる

‘Ode，（丁五8伽7乙1αr4．4伽ooαε8，LXXXIX，

8－June，24，1910）を作ったりする生真面目

な優等生Eliotが消えてしまったわけでは



ない。二の詩集の最後の詩は‘The　Deat五

〇f　Saint　Narcissuぎという戦’陳的に美しい

詩である。これはPo8吻に掲載予定で，ゲ

ラ刷りまでできたが，けっきょく発表されな

かった。1915年に‘The　Love　SongofJ、

Alfred　Prufrock7がE　Poundの推薦で

Po8む瑠にのる二とになるが，すでに1910年

頃にはPound，Harriet　Monroeらと接触の

あったことを物語っている。発表されなかっ

た理由の一つには，

Come　in　un（1er　the　shadow　of　this

　　gray　r㏄k，

And　I　will　show　you　something（1if一

　　£erent・・…　。

につづく数行が，丁舵昭αS紹Lα嘱の中で

ほとんどそのまま使われていると二ろから推

して，おそらくは1910年頃から丁舵昭α8紹

L飢4の構想があったからではなかったろう

か。もしそうだとすれば，P剛漁o誘から

丁加1翫3紹Lα嘱へとじょじょにEliotの

世界観が変わっていったとする説は変更をせ

まられるかもしれない。（J，Haywardは，

この詩が丁舵｝晦3房Lα冠と似ているから

といって，ずっと後になって作られたと考え

てはならない，といっている。）

＊

　たいへん大いそぎでこの詩集を駈けぬけて

きたが，この詩集はEliotの作品群の外典

として読まれるべきであるが，それでもなお，

われわれ自身の手で解くべき重要かつ興味深

い問題をはらんでいる。

　T．S、EliQt＝Poβ鴉s　研γ蹴θ冗乞％Eωγ勿

ro％‘ん，Faber＆Faber，1967
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Marcel　Muller：

　L6s70㍍翫γ7認吻6s
　4‘〃zs　lα　ム～66h676h6　4鋸

　　丁6〃ゆs　P674％

鈴木道彦

　巻末の短い結論において，著者は本書の意

図を次のように要約している。

　く考察の過程で，私の頭にこびりついて

いた或る芸術作品の思い出がある。Ver－

meerの《絵画のアレゴリー》がそれだ。

二の《絵画の絵画》が描く中心人物は，自

己の画布に向きあっている一人の画家であ

るが，この絵は《失われた時を求めて》（A

laRechercheduTempsPer（1u）のアレ

ゴリーと見なす乙とも許されよう。絵の中

心にいるのはだれか？《私》とはだれか？

《われわれ》とはだれか？　《ひと》（on）

という言葉をどう定義したらよいか？私

はこれらの問題に解答を与えようと試みた

のだ。＞（p。177）

　〈絵画の絵画＞という表現からは，ただち

に近ごろ流行の〈小説の小説〉という言葉が

浮かび上がるであろう。Proustの《失われ

た時を求めて》は，この〈小説の小説＞の源

流であり，少なくともその出発点の一つなの

であるから，本書の著者Marcel　Mullerの

試みは，今やあまりに乱発されているかに見

える〈小説の小説〉論議を原点にさかのぽっ

て考えるためにも見逃すことのできぬもので

ある。

　さて，〈小説の小説〉探求に当たって，検

討さるべき問題の一つに，〈書いているのは

だれか〉あるいはく語っているのはだれか〉

という間いに要約されるものがある。今さら


